
ト
ラ
フ
グ
日
本
海
・
東
シ
ナ
海
・
瀬
戸
内
海
系

群
の
資
源
評
価
に
つ
い
て 

 
 

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場 

栽
培
漁
業
科 

 
 は

じ
め
に 

 

ト
ラ
フ
グ
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
候
補
魚
種
と
し
て
検

討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
管
理
目
標
に
つ

い
て
は
、
国
の
水
産
資
源
研
究
所
が
関
係
県
と

共
同
し
て
行
う
資
源
評
価
結
果
を
基
に
提
案
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
新
の
資
源
評
価
結
果
は

２
０
２
５
年
８
月
に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ト
ラ
フ
グ
日
本
海
・
東
シ
ナ
海
・
瀬
戸
内
海
系

群
に
つ
い
て 

 

ト
ラ
フ
グ
は
北
海
道
と
沖
縄
県
を
除
く
日
本

沿
岸
の
内
海
・
内
湾
域
に
生
息
し
、
中
国
・
韓

国
な
ど
の
東
シ
ナ
海
沿
岸
部
に
も
広
く
分
布
し

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
秋
田
県
か
ら
鹿
児
島

県
に
か
け
て
の
日
本
海
・
東
シ
ナ
海
沿
岸
・
豊

後
水
道
お
よ
び
瀬
戸
内
海
、
有
明
海
な
ど
の
内

海
・
内
湾
域
に
生
息
し
、
中
国
・
韓
国
な
ど
の

東
シ
ナ
海
沿
岸
部
に
分
布
す
る
群
を
日
本
海
・

東
シ
ナ
海
・
瀬
戸
内
海
系
群
と
称
し
て
い
ま
す

（
図
１
）。 

 

  

本
系
群
の
主
な
産
卵
場
は
、
八
郎
潟
周
辺
、

七
尾
湾
、
若
狭
湾
、
福
岡
湾
、
有
明
海
、
八
代

海
、
関
門
海
峡
周
辺
、
布
刈
瀬
戸
、
備
讃
瀬
戸

と
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
沿
岸
、
中
国
沿
岸
に
も
存

在
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
で
生
ま
れ
た

ト
ラ
フ
グ
は
、
日
本
海
、
東
シ
ナ
海
を
索
餌
回

遊
し
、
オ
ス
は
２
歳
、
メ
ス
は
３
歳
で
成
熟
し
、

生
ま
れ
た
場
所
へ
帰
っ
て
き
て
産
卵
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
寿
命
は
１０
年
以
上
と
推

定
さ
れ
、
最
大
で
全
長
６０
㎝
以
上
に
な
り
ま
す
。 

 

漁
業
の
状
況
に
つ
い
て 

 

本
系
群
を
対
象
と
す
る
漁
業
は
、
漁
場
や
成

長
段
階
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
す
。
本
県
海
域

で
は
、
産
卵
場
で
あ
る
有
明
海
で
は
３
～
５
月

に
釣
り
、
９
～
１１
月
に
０
歳
魚
が
小
型
底
び
き

網
、
九
州
北
西
部
海
域
で
は
１０
～
翌
３
月
に
延

縄
、
橘
湾
で
は
２
～
５
月
に
底
び
き
網
で
漁
獲

さ
れ
ま
す
。 

 

漁
獲
量
は
２
０
０
２
年
漁
期
の
３
６
３
ト
ン

か
ら
減
少
傾
向
で
２
０
２
０
年
漁
期
に
１
５
９

ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
漁
期
に
は

１
８
８
ト
ン
と
増
加
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
減

少
に
転
じ
、
２
０
２
４
年
漁
期
は
過
去
最
小
の

１
３
１
ト
ン
で
し
た
（
図
２
）。 

      

図１. 本系群の分布域と主要産卵場 



図３. 種苗放流尾数と混入率の推移 

      

栽
培
漁
業
に
つ
い
て 

本
種
は
栽
培
漁
業
対
象
種
で
あ
り
、
本
系
群

に
お
け
る
人
工
種
苗
の
放
流
尾
数
は
２
０
０
２

年
漁
期
か
ら
２
０
１
１
年
漁
期
の
２
９
４
万
尾

ま
で
増
加
傾
向
で
、
放
流
魚
の
大
型
化
や
尾
鰭

の
欠
損
防
止
を
図
っ
た
結
果
、
２
０
１
２
年
漁

期
か
ら
減
少
し
、
２
０
２
４
年
漁
期
は
１
４

８
・
３
万
尾
（
速
報
値
）
で
し
た
（
図
３
）
。 

 

             

 
 
 

放
流
魚
の
一
部
に
は
、
胸
鰭
切
除
、
ア
リ
ザ

リ
ン
・
コ
ン
プ
レ
ク
ソ
ン
（
Ａ
Ｌ
Ｃ
）
な
ど
に

よ
る
耳
石
染
色
な
ど
の
標
識
が
施
さ
れ
、
天
然

魚
と
識
別
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
に
お
け

る
０
歳
魚
の
加
入
尾
数
は
１１
・
３
万
尾
で
、
う

ち
放
流
魚
が
２
・
５
万
尾
と
推
定
さ
れ
、
混
入

率
は
２１
・
９
％
と
、
他
魚
種
に
比
べ
高
い
混
入

率
で
し
た
。 

 

資
源
の
状
態
に
つ
い
て 

２
０
２
４
年
漁
期
の
資
源
量
は
９
４
１
ト
ン
、

親
魚
量
は
７
０
２
ト
ン
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

資
源
量
は
２
０
１
６
年
漁
期
以
降
、
減
少
傾
向

で
、
親
魚
量
（
３
歳
以
上
の
重
量
）
は
２
０
０

２
年
漁
期
以
降
増
加
傾
向
で
す
（
図
４
）。 

                 

図２. 漁獲量の推移 

図４. 資源量と親魚量の推移 



本
系
群
は
、
漁
獲
が
開
始
さ
れ
る
０
歳
の
資

源
尾
数
が
減
少
し
て
お
り
全
体
の
資
源
尾
数
に

占
め
る
４
歳
以
上
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

(

図
５)
。 

 

将
来
の
漁
獲
量
に
つ
い
て 

本
系
群
の
資
源
評
価
結
果
に
基
づ
き
提
案
さ

れ
る
漁
獲
管
理
規
則
（
案
）
は
、
０
歳
魚
の
漁

獲
へ
の
加
入
に
つ
い
て
、
天
然
魚
の
み
の
加
入
、

放
流
を
考
慮
し
た
加
入
の
２
パ
タ
ー
ン
の
検
討

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
目
標
管
理
基
準
値
と
な
る

親
魚
量
を
実
現
す
る
た
め
の
将
来
の
平
均
漁
獲

量
は
、
天
然
の
み
の
加
入
の
仮
定
で
は
、
調
整

係
数
（β

＝
０
・
４
）
と
し
た
場
合
、
２
０
２

６
年
は
６０
ト
ン
、
管
理
目
標
年
で
あ
る
１０
年
後

の
２
０
３
６
年
は
７７
ト
ン
と
予
測
さ
れ
ま
し
た
。

放
流
を
考
慮
し
た
加
入
の
仮
定
で
は
、
放
流
尾

数
を
直
近
３
ヶ
年
平
均
と
し
、
調
整
係
数
（β

＝
０
・
７５
）
と
し
た
場
合
、
２
０
２
６
年
は
１

０
９
ト
ン
、
管
理
目
標
年
で
あ
る
１０
年
後
の
２

０
３
６
年
は
１
４
８
ト
ン
と
予
測
さ
れ
ま
し
た

（
表
１
）。 

＊
調
整
係
数 
将
来
の
予
測
や
再
生
産
に
関

す
る
不
確
実
性
（
資
源
量
推
定
の
誤
差
、
再
生

産
関
係
の
バ
ラ
ツ
キ
、
環
境
変
動
の
影
響
、
デ

ー
タ
不
足
）
を
考
慮
し
て
、
獲
り
過
ぎ
に
な
る

リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
将
来
の
予

測
漁
獲
量
を
控
え
め
に
設
定
す
る
た
め
の
計
数
。

計
数
が
小
さ
い
ほ
ど
、
漁
獲
圧
を
下
げ
る
必
要

が
あ
る
。 

 

図５. 年齢別資源尾数と４歳以上の割合 

表１. 管理基準値案と将来予測 



お
わ
り
に  

 
本
系
群
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
や
関
係
者
が

自
由
に
参
加
で
き
る
資
源
管
理
方
針
に
関
す
る

検
討
会
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
合
）
が
今
年

７
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
中
に
２
回

目
の
検
討
会
が
開
催
予
定
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
栽
培
漁
業
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小
栁
沙
織
） 


